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か
ら
五
年
後
の
明
治
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
性
格
と
経

営
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
九
～
一
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
宮

岡
和
紀
「
拝
島
産
業
銀
行
の
興
亡
と
そ
の
性
格
（
上
・
中
・
下
）」

昭
和
五
二
、五
三
年
に
詳
し
い
（
な
お
、
宮
岡
は
同
行
が
大
正

五
年
に
倒
産
し
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
大
蔵
省
銀
行
局
『
銀

行
総
覧
』
で
は
、
金
融
恐
慌
の
前
年
に
当
た
る
昭
和
元
年
末
ま

で
存
在
が
確
認
で
き
る
）。

　
一
方
、
多
摩
農
業
銀
行
に
つ
い
て
は
、『
昭
島
市
史
』
に
若

干
の
言
及
が
あ
る
他
に
、
本
格
的
な
検
討
は
い
ま
だ
加
え
ら
れ

て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
福
生
市
郷
土
資
料
室
が
所
蔵
す
る
石

川
彌
八
郎
家
文
書
中
の
多
摩
農
業
銀
行
の
営
業
報
告
書
（
明
治

三
〇
年
上
期
を
除
き
、
創
業
時
か
ら
大
正
一
三
年
上
期
ま
で
が

残
さ
れ
て
い
る
）
を
利
用
し
て
、
同
行
の
設
立
お
よ
び
立
川
進

出
の
契
機
と
意
義
を
考
察
し
た
い
。
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多摩の
金融史

は
じ
め
に

　
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
の
飛
行
場
開
設
を
契
機
と
し
て

著
し
く
発
展
す
る
現
在
の
立
川
市
域
に
は
、
長
く
本
店
を
置
く

金
融
機
関
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
最
も
早
く
支
店
を
設
け
た
の

が
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
設
立
さ
れ
た
北
多
摩
郡
大

神
村
（
現
：
昭
島
市
）
の
多
摩
農
業
銀
行
で
あ
る
。
同
行
は
、

明
治
三
二
年
に
立
川
村
に
支
店
を
設
け
、
大
正
一
一
年
に
本
店

を
立
川
村
に
移
し
、
昭
和
二
年
に
は
西
多
摩
郡
所
在
の
六
行
と

と
も
に
武
陽
銀
行
に
統
合
さ
れ
た
。
支
店
の
所
在
地
に
営
業
の

中
心
を
移
し
た
点
で
、
群
小
地
方
銀
行
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な

性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
昭
島
市
域
に
本
店
を
置
い
て
い
た
銀
行
と
し
て
、
拝

島
産
業
銀
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
行
は
、
多
摩
農
業
銀
行
設
立

小
島

　庸
平

多
摩
農
業
銀
行
の
設
立
と
立
川
進
出
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の
豪
農
と
さ
れ
る
。

戸
長
を
務
め
る
と

と
も
に
、
自
治
改

進
党
員
と
し
て
自

由
民
権
運
動
に
深

く
関
わ
り
、
槐か
い

堂ど
う

と
号
し
て
在
村
俳

人
と
し
て
も
活
動

し
た
。
多
摩
農
業

銀
行
の
設
立
と
同

年
の
明
治
二
九
年

に
は
、
石
川
武
兵

衛
、
石
川
国
太
郎

と
共
同
で
製
糸
会

社
の
博
信
社
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。

そ
の
目
的
は
、「
地

方
有
志
者
結
合
シ
改
良
製
糸
ヲ
製
造
シ
一
定
ノ
束
装
荷
造
ヲ
ナ

シ
合
同
販
売
ナ
ス
」
こ
と
だ
っ
た
（『
昭
島
市
史
』）。「
地
方
有

志
者
結
合
」
と
い
う
点
で
、
多
摩
農
業
銀
行
は
博
信
社
と
同
様

多
摩
農
業
銀
行
の
設
立
と
養
蚕
製
糸
業

　
多
摩
農
業
銀
行
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
一
二

日
に
大
蔵
省
よ
り
銀
行
設
立
免
許
証
を
下
付
さ
れ
、
明
治
三
〇

年
上
期
中
に
資
本
金
五
万
円
の
払
込
を
完
了
し
た
。
第
一
回
目

の
『
営
業
報
告
書
』（
明
治
二
九
年
下
半
季
）
で
は
、
蚕
期
の

終
了
と
と
も
に
金
融
市
場
が
活
況
を
呈
す
る
の
が
当
地
域
の
通

例
で
あ
り
、「
本
行
ノ
開
業
ハ
恰
モ
此
ノ
好
時
期
ニ
臨
ミ
タ
ル

ヲ
以
テ
資
金
ノ
運
用
上
著
シ
キ
切
迫
ヲ
来
サ
ン
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
春
蚕
の
収
繭
期
に
あ
た
る
七
月
の
開
業
が「
好
時
期
」

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
蚕
糸
業
関
連
の
資
金
需
要
に
応
じ
る
こ

と
が
創
業
当
初
の
計
画
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
こ
の
点
は
、
同
行
の
創
業
者
た
ち
の
性
格
と
も
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
表
１
に
は
、
主
要
大
株
主
と
経
営
者
の
性
格
を
整
理

し
た
。
所
有
株
数
二
〇
株
以
上
の
大
株
主
二
〇
名
で
、
全
株
式

の
八
九
・
五
％
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
七
名
が
製
糸

業
者
、
三
名
が
東
京
蚕
種
組
合
創
立
委
員
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、

頭
取
に
就
任
し
た
中
村
半
左
衛
門
は
、
文
政
期
に
博
多
織
に
学

ん
で
「
嘉
右
衛
門
織
」
を
始
め
た
中
村
嘉
右
衛
門
の
孫
に
当
た

り
、
各
地
を
巡
歴
し
て
養
蚕
の
改
良
に
取
り
組
ん
だ
「
力
作
型
」

表 1　創業時（明治29年下期）の大株主と役員の性格

出所：多摩農業銀行『第一回営業報告書』、『昭島市史』、『昭島の養蚕業』、『武蔵国三多摩郡公民必携名家鑑』、前掲宮岡論文、
岩崎倉庫ウェブサイトより作成。
注 1：氏名に付した*は自治改進党員であることを示す。注 2：住所の網掛けは中神村外八ケ村組合の構成村であることを示す。

No. 氏名 住所 株数 役職 備考
1 中村半左衛門* 大神村 100 取締役頭取 博信社（1896〜1907）共同経営者、1891年代日本農会北多摩支会常置委員
2 田村金十郎* 宮沢村 100 取締役副頭取 算術教師、1891年代日本農会北多摩支会常置委員、東京蚕種組合創立委

員（1912年）
3 伊藤彦三郎 宮沢村 100 取締役 東京蚕種組合創立委員
4 志茂半蔵 大神村 60 取締役 質屋営業・蚕業
5 中村佐一郎 大神村 60 製糸家（1884〜1913）
6 石川武兵衛 大神村 50 博信社（1896〜1907）共同経営者
7 榎本廣輔* 大神村 50 製糸家（1884年〜明治末）
8 森田浪吉 熊川村 50 製糸家（1883〜）福生村村長
9 石川弥八郎 熊川村 50 酒造業
10 田村半十郎 福生村 50 酒造業
11 石川国太郎* 大神村 35 博信社（1896〜1907）共同経営者、東京蚕種組合創立委員（1912年）、同

組合副組合長
12 青木傅七 拝島村 30 監査役 糸商・質屋・地主、拝島産業銀行頭取
13 中村勘次郎 大神村 20
14 神山瓊三郎 拝島村 20 製糸家（1894〜大正初）、榎本廣輔の弟
15 岩崎清八 立川村 20 米肥商・倉庫業。中神村外八ケ村組合の郷地村出身
16 梅澤九一郎 不明 20
17 笹本半兵衛 福生村 20 福生村村長
18 渡邊九一郎 中藤村 20
19 田村金右衛門 宮沢村 20 監査役 酒造業
20 小林權之助 拝島村 20 蚕業
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さ
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た
。
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銀
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に
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（
な
お
、
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岡
は
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行
が
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五
年
に
倒
産
し
た
と
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い
る
が
、
大
蔵
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行
局
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銀
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で
は
、
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の
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に
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ま

で
存
在
が
確
認
で
き
る
）。

　
一
方
、
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銀
行
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他
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、
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、
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。
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、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
設
立
さ
れ
た
北
多
摩
郡
大

神
村
（
現
：
昭
島
市
）
の
多
摩
農
業
銀
行
で
あ
る
。
同
行
は
、

明
治
三
二
年
に
立
川
村
に
支
店
を
設
け
、
大
正
一
一
年
に
本
店

を
立
川
村
に
移
し
、
昭
和
二
年
に
は
西
多
摩
郡
所
在
の
六
行
と

と
も
に
武
陽
銀
行
に
統
合
さ
れ
た
。
支
店
の
所
在
地
に
営
業
の

中
心
を
移
し
た
点
で
、
群
小
地
方
銀
行
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な

性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
昭
島
市
域
に
本
店
を
置
い
て
い
た
銀
行
と
し
て
、
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の
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さ
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長
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と
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に
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改

進
党
員
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て
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由
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権
運
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と
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て
在
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俳
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。
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の
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と
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は
、
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兵
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、
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銀
行
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
一
二
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に
大
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省
よ
り
銀
行
設
立
免
許
証
を
下
付
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れ
、
明
治
三
〇

年
上
期
中
に
資
本
金
五
万
円
の
払
込
を
完
了
し
た
。
第
一
回
目

の
『
営
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報
告
書
』（
明
治
二
九
年
下
半
季
）
で
は
、
蚕
期
の

終
了
と
と
も
に
金
融
市
場
が
活
況
を
呈
す
る
の
が
当
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域
の
通

例
で
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行
ノ
開
業
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恰
モ
此
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時
期
ニ
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ミ
タ
ル

ヲ
以
テ
資
金
ノ
運
用
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著
シ
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切
迫
ヲ
来
サ
ン
」
と
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べ
ら
れ

て
い
る
。
春
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の
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期
に
あ
た
る
七
月
の
開
業
が「
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時
期
」

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
蚕
糸
業
関
連
の
資
金
需
要
に
応
じ
る
こ

と
が
創
業
当
初
の
計
画
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
こ
の
点
は
、
同
行
の
創
業
者
た
ち
の
性
格
と
も
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
表
１
に
は
、
主
要
大
株
主
と
経
営
者
の
性
格
を
整
理

し
た
。
所
有
株
数
二
〇
株
以
上
の
大
株
主
二
〇
名
で
、
全
株
式

の
八
九
・
五
％
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
七
名
が
製
糸

業
者
、
三
名
が
東
京
蚕
種
組
合
創
立
委
員
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、

頭
取
に
就
任
し
た
中
村
半
左
衛
門
は
、
文
政
期
に
博
多
織
に
学

ん
で
「
嘉
右
衛
門
織
」
を
始
め
た
中
村
嘉
右
衛
門
の
孫
に
当
た

り
、
各
地
を
巡
歴
し
て
養
蚕
の
改
良
に
取
り
組
ん
だ
「
力
作
型
」

表 1　創業時（明治29年下期）の大株主と役員の性格

出所：多摩農業銀行『第一回営業報告書』、『昭島市史』、『昭島の養蚕業』、『武蔵国三多摩郡公民必携名家鑑』、前掲宮岡論文、
岩崎倉庫ウェブサイトより作成。
注 1：氏名に付した*は自治改進党員であることを示す。注 2：住所の網掛けは中神村外八ケ村組合の構成村であることを示す。

No. 氏名 住所 株数 役職 備考
1 中村半左衛門* 大神村 100 取締役頭取 博信社（1896〜1907）共同経営者、1891年代日本農会北多摩支会常置委員
2 田村金十郎* 宮沢村 100 取締役副頭取 算術教師、1891年代日本農会北多摩支会常置委員、東京蚕種組合創立委

員（1912年）
3 伊藤彦三郎 宮沢村 100 取締役 東京蚕種組合創立委員
4 志茂半蔵 大神村 60 取締役 質屋営業・蚕業
5 中村佐一郎 大神村 60 製糸家（1884〜1913）
6 石川武兵衛 大神村 50 博信社（1896〜1907）共同経営者
7 榎本廣輔* 大神村 50 製糸家（1884年〜明治末）
8 森田浪吉 熊川村 50 製糸家（1883〜）福生村村長
9 石川弥八郎 熊川村 50 酒造業
10 田村半十郎 福生村 50 酒造業
11 石川国太郎* 大神村 35 博信社（1896〜1907）共同経営者、東京蚕種組合創立委員（1912年）、同

組合副組合長
12 青木傅七 拝島村 30 監査役 糸商・質屋・地主、拝島産業銀行頭取
13 中村勘次郎 大神村 20
14 神山瓊三郎 拝島村 20 製糸家（1894〜大正初）、榎本廣輔の弟
15 岩崎清八 立川村 20 米肥商・倉庫業。中神村外八ケ村組合の郷地村出身
16 梅澤九一郎 不明 20
17 笹本半兵衛 福生村 20 福生村村長
18 渡邊九一郎 中藤村 20
19 田村金右衛門 宮沢村 20 監査役 酒造業
20 小林權之助 拝島村 20 蚕業
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お
よ
び
立
川
支
店
の
設
置
を
決
議
し
た
。
立
川
支
店
が
営
業
を

開
始
し
た
の
は
、
同
年
一
二
月
か
ら
で
あ
る
。
追
加
さ
れ
た
取

締
役
は
立
川
村
の
岩
崎
清
八
、
監
査
役
は
谷
保
村
の
佐
藤
総
兵

衛
だ
っ
た
。
支
店
設
置
に
伴
っ
て
、
立
川
村
周
辺
か
ら
役
員
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
役
員
構
成
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

表
2
に
整
理
し
た
。

　
明
治
三
二
年
の
立
川
支
店
設
置
と
同
時
に
取
締
役
と
な
っ
た

岩
崎
清
八
は
、
元
は
北
多
摩
郡
郷
地
村
（
中
神
村
外
八
ケ
村
組

合
内
）
の
出
身
で
、
そ
の
縁
も
あ
っ
て
か
創
業
時
に
す
で
に

二
〇
株
を
出
資
し
て
い
た
。
増
資
に
際
し
て
新
株
を
一
〇
〇
株

買
い
増
し
、
第
四
位
の
大
株
主
と
な
っ
て
い
る
。
立
川
村
で
は

新
参
だ
っ
た
が
、
明
治
三
五
年
の
時
点
で
村
内
有
数
の
資
産
家

に
成
長
し
て
い
た
。
倉
庫
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
多
摩

農
業
銀
行
の
取
引
先
の
経
営
状
況
を
比
較
的
把
握
し
や
す
い
立

場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
明
治
三
五
年
に
は
、
大
神
村
の
隣
村
で
あ
る
宮
沢

村
の
田
村
金
十
郎
と
入
れ
替
わ
り
で
、
立
川
村
の
鈴
木
富
五
郎

が
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。
鈴
木
は
、
立
川
村
で
も
五
指
に
入

る
資
産
家
の
一
人
で
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
商
工

業
関
係
の
取
引
は
岩
崎
、
農
業
関
係
は
鈴
木
と
い
う
よ
う
な
分

の
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
言
え
る
。
地
域
の
名
望
家
を
中
心
と

し
つ
つ
、
養
蚕
製
糸
業
関
係
者
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
設
立
さ

れ
た
点
で
、
多
摩
農
業
銀
行
に
は
機
関
銀
行
的
性
格
が
強
く
刻

ま
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
複
数
の
村
に
ま
た
が
っ
て
大
株
主
を
集
め
て
い
る
点

は
、
拝
島
産
業
銀
行
と
異
な
っ
て
い
た
。
拝
島
産
業
銀
行
は
、

基
本
的
に
は
拝
島
村
内
に
出
資
者
を
限
定
し
て
お
り
、
村
レ
ベ

ル
で
設
立
さ
れ
た
拝
島
貯
蓄
組
合
を
前
身
と
し
て
い
た
と
さ
れ

る
か
ら
、
同
じ
銀
行
と
い
っ
て
も
よ
り
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ

た
金
融
機
関
だ
っ
た
（
前
掲
宮
岡
論
文
）。
多
摩
農
業
銀
行
は
、

拝
島
産
業
銀
行
と
異
な
り
、
中
神
村
外
八
ケ
村
組
合
（
拝
島
村
・

田
中
村
・
上
川
原
村
・
大
神
村
・
宮
沢
村
・
中
神
村
・
築
地
村
・

福
島
村
・
郷
地
村
）
を
構
成
す
る
村
々
を
中
心
に
広
く
出
資
者

を
募
る
こ
と
で
、
村
域
を
越
え
て
営
業
範
囲
を
拡
大
す
る
余
地

を
有
し
て
い
た
。

役
員
構
成
と
そ
の
変
化

　
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
、
多
摩
農
業
銀
行
は
定
例

の
株
主
総
会
に
続
い
て
臨
時
総
会
を
開
き
、
資
本
金
五
万
円
か

ら
一
五
万
円
へ
の
増
資
、
取
締
役
・
監
査
役
各
一
名
の
追
加
、
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業
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
岩
崎
と
鈴
木
は
と
も
に
、

多
摩
農
業
銀
行
が
武
陽
銀
行
に
合
併
さ
れ
る
ま
で
、
取
締
役
を

務
め
て
い
る
。

　
一
方
、
鈴
木
に
席
を
譲
る
形
で
取
締
役
副
頭
取
を
退
い
た
田

村
金
十
郎
は
、
頭
取
の
中
村
半
左
衛
門
と
と
も
に
自
治
改
進
党

員
と
し
て
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
り
、
中
村
が
明
治
六
年
に
大

神
村
に
設
立
し
た
小
学
校
「
執
中
舎
」
で
は
算
術
教
師
を
務
め

た
人
物
で
あ
る
。
蚕
種
業
を
生
業
と
し
、
明
治
四
五
年
に
は
東

京
蚕
種
組
合
の
創
立
委
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
中
村
頭
取
と

田
村
副
頭
取
は
、
政
治
的
・
経
済
的
利
害
を
共
有
す
る
同
志
的

関
係
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
類
似

の
人
物
と
し
て
、
中
村
と
と
も
に
博
信
社
を
設
立
し
た
石
川
武

兵
衛
（
明
治
三
八
年
下
期
～
明
治
四
四
年
上
期
：
取
締
役
）、

元
自
治
改
進
党
員
の
榎
本
廣
輔
（
明
治
三
一
年
上
期
～
明
治
三 

三
年
下
期
：
監
査
役
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
村
と
同
志
的
関
係

を
持
つ
田
村
・
石
川
・
榎
本
は
、
い
ず
れ
も
明
治
四
四
年
ま
で

に
は
経
営
を
離
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
立
川
村
の
鈴
木
の
他
、

石
川
弥
八
郎
（
熊
川
村
）
や
青
木
傅
七
（
拝
島
村
）
が
引
き
継

い
で
い
る
。
営
業
範
囲
が
広
域
に
広
が
り
、
取
締
役
が
地
理
的

に
分
散
す
る
こ
と
で
、
当
初
の
機
関
銀
行
的
性
格
は
薄
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
と
は
言
え
る
。

　
た
だ
し
、
立
川
の
側
か
ら
見
る
と
、
五
人
の
取
締
役
の
う
ち

立
川
居
住
者
は
一
貫
し
て
二
名
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

表 2　役員の在任期間

出所：表 1 史料、『大正11年度 全国諸会社役員録』より作成。
注：網掛けは表1に同じ。

役職 氏名 住所 在任期間 備考
取締役頭取 中村半左衛門 大神村 明治29年下期〜昭和 2年上期
取締役副頭取 田村金十郎 宮沢村 明治29年下期〜明治35年上期

取締役

伊藤彦三郎 宮沢村 明治29年下期〜大正 9年上期
志茂半蔵 大神村 明治29年下期〜明治37年下期 明治30年上期〜明治32年上期は支

配人を兼任
岩崎清八 立川村 明治32年下期〜昭和 2年上期
鈴木富五郎 立川村 明治35年下期〜昭和 2年上期
石川武兵衛 大神村 明治38年下期〜明治44年上期
石川弥八郎 熊川村 大正元年下期〜大正 9年上期
伊藤栄彦 宮沢村ヵ 大正 9年下期〜昭和 2年上期 伊藤彦三郎の所有株式を継承か

監査役

田村金右衛門 宮沢村 明治29年下期〜明治32年上期
青木傅七 拝島村 明治29年下期〜明治30年上期

明治34年下期〜大正 5年上期
榎本廣輔 大神村 明治31年上期〜明治33年下期
佐藤総兵衛 谷保村 明治32年下期〜明治45年上期
田村半十郎 福生村 明治33年上期〜明治41年上期
中村勘次郎 大神村 明治44年下期〜昭和 2年上期
佐藤信一 谷保村ヵ 大正 2年下期〜大正56年上期 佐藤総兵衛の所有株式を継承か
笹本八十次郎 福生村 大正 5年下期〜昭和 2年上期
石川喜市 立川村 大正 5年下期〜昭和 2年上期
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お
よ
び
立
川
支
店
の
設
置
を
決
議
し
た
。
立
川
支
店
が
営
業
を

開
始
し
た
の
は
、
同
年
一
二
月
か
ら
で
あ
る
。
追
加
さ
れ
た
取

締
役
は
立
川
村
の
岩
崎
清
八
、
監
査
役
は
谷
保
村
の
佐
藤
総
兵

衛
だ
っ
た
。
支
店
設
置
に
伴
っ
て
、
立
川
村
周
辺
か
ら
役
員
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
役
員
構
成
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

表
2
に
整
理
し
た
。

　
明
治
三
二
年
の
立
川
支
店
設
置
と
同
時
に
取
締
役
と
な
っ
た

岩
崎
清
八
は
、
元
は
北
多
摩
郡
郷
地
村
（
中
神
村
外
八
ケ
村
組

合
内
）
の
出
身
で
、
そ
の
縁
も
あ
っ
て
か
創
業
時
に
す
で
に

二
〇
株
を
出
資
し
て
い
た
。
増
資
に
際
し
て
新
株
を
一
〇
〇
株

買
い
増
し
、
第
四
位
の
大
株
主
と
な
っ
て
い
る
。
立
川
村
で
は

新
参
だ
っ
た
が
、
明
治
三
五
年
の
時
点
で
村
内
有
数
の
資
産
家

に
成
長
し
て
い
た
。
倉
庫
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
多
摩

農
業
銀
行
の
取
引
先
の
経
営
状
況
を
比
較
的
把
握
し
や
す
い
立

場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
明
治
三
五
年
に
は
、
大
神
村
の
隣
村
で
あ
る
宮
沢

村
の
田
村
金
十
郎
と
入
れ
替
わ
り
で
、
立
川
村
の
鈴
木
富
五
郎

が
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。
鈴
木
は
、
立
川
村
で
も
五
指
に
入

る
資
産
家
の
一
人
で
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
商
工

業
関
係
の
取
引
は
岩
崎
、
農
業
関
係
は
鈴
木
と
い
う
よ
う
な
分

の
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
言
え
る
。
地
域
の
名
望
家
を
中
心
と

し
つ
つ
、
養
蚕
製
糸
業
関
係
者
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
設
立
さ

れ
た
点
で
、
多
摩
農
業
銀
行
に
は
機
関
銀
行
的
性
格
が
強
く
刻

ま
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
複
数
の
村
に
ま
た
が
っ
て
大
株
主
を
集
め
て
い
る
点

は
、
拝
島
産
業
銀
行
と
異
な
っ
て
い
た
。
拝
島
産
業
銀
行
は
、

基
本
的
に
は
拝
島
村
内
に
出
資
者
を
限
定
し
て
お
り
、
村
レ
ベ

ル
で
設
立
さ
れ
た
拝
島
貯
蓄
組
合
を
前
身
と
し
て
い
た
と
さ
れ

る
か
ら
、
同
じ
銀
行
と
い
っ
て
も
よ
り
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ

た
金
融
機
関
だ
っ
た
（
前
掲
宮
岡
論
文
）。
多
摩
農
業
銀
行
は
、

拝
島
産
業
銀
行
と
異
な
り
、
中
神
村
外
八
ケ
村
組
合
（
拝
島
村
・

田
中
村
・
上
川
原
村
・
大
神
村
・
宮
沢
村
・
中
神
村
・
築
地
村
・

福
島
村
・
郷
地
村
）
を
構
成
す
る
村
々
を
中
心
に
広
く
出
資
者

を
募
る
こ
と
で
、
村
域
を
越
え
て
営
業
範
囲
を
拡
大
す
る
余
地

を
有
し
て
い
た
。

役
員
構
成
と
そ
の
変
化

　
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
、
多
摩
農
業
銀
行
は
定
例

の
株
主
総
会
に
続
い
て
臨
時
総
会
を
開
き
、
資
本
金
五
万
円
か

ら
一
五
万
円
へ
の
増
資
、
取
締
役
・
監
査
役
各
一
名
の
追
加
、
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業
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
岩
崎
と
鈴
木
は
と
も
に
、

多
摩
農
業
銀
行
が
武
陽
銀
行
に
合
併
さ
れ
る
ま
で
、
取
締
役
を

務
め
て
い
る
。

　
一
方
、
鈴
木
に
席
を
譲
る
形
で
取
締
役
副
頭
取
を
退
い
た
田

村
金
十
郎
は
、
頭
取
の
中
村
半
左
衛
門
と
と
も
に
自
治
改
進
党

員
と
し
て
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
り
、
中
村
が
明
治
六
年
に
大

神
村
に
設
立
し
た
小
学
校
「
執
中
舎
」
で
は
算
術
教
師
を
務
め

た
人
物
で
あ
る
。
蚕
種
業
を
生
業
と
し
、
明
治
四
五
年
に
は
東

京
蚕
種
組
合
の
創
立
委
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
中
村
頭
取
と

田
村
副
頭
取
は
、
政
治
的
・
経
済
的
利
害
を
共
有
す
る
同
志
的

関
係
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
類
似

の
人
物
と
し
て
、
中
村
と
と
も
に
博
信
社
を
設
立
し
た
石
川
武

兵
衛
（
明
治
三
八
年
下
期
～
明
治
四
四
年
上
期
：
取
締
役
）、

元
自
治
改
進
党
員
の
榎
本
廣
輔
（
明
治
三
一
年
上
期
～
明
治
三 

三
年
下
期
：
監
査
役
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
村
と
同
志
的
関
係

を
持
つ
田
村
・
石
川
・
榎
本
は
、
い
ず
れ
も
明
治
四
四
年
ま
で

に
は
経
営
を
離
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
立
川
村
の
鈴
木
の
他
、

石
川
弥
八
郎
（
熊
川
村
）
や
青
木
傅
七
（
拝
島
村
）
が
引
き
継

い
で
い
る
。
営
業
範
囲
が
広
域
に
広
が
り
、
取
締
役
が
地
理
的

に
分
散
す
る
こ
と
で
、
当
初
の
機
関
銀
行
的
性
格
は
薄
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
と
は
言
え
る
。

　
た
だ
し
、
立
川
の
側
か
ら
見
る
と
、
五
人
の
取
締
役
の
う
ち

立
川
居
住
者
は
一
貫
し
て
二
名
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

表 2　役員の在任期間

出所：表 1 史料、『大正11年度 全国諸会社役員録』より作成。
注：網掛けは表1に同じ。

役職 氏名 住所 在任期間 備考
取締役頭取 中村半左衛門 大神村 明治29年下期〜昭和 2年上期
取締役副頭取 田村金十郎 宮沢村 明治29年下期〜明治35年上期

取締役

伊藤彦三郎 宮沢村 明治29年下期〜大正 9年上期
志茂半蔵 大神村 明治29年下期〜明治37年下期 明治30年上期〜明治32年上期は支

配人を兼任
岩崎清八 立川村 明治32年下期〜昭和 2年上期
鈴木富五郎 立川村 明治35年下期〜昭和 2年上期
石川武兵衛 大神村 明治38年下期〜明治44年上期
石川弥八郎 熊川村 大正元年下期〜大正 9年上期
伊藤栄彦 宮沢村ヵ 大正 9年下期〜昭和 2年上期 伊藤彦三郎の所有株式を継承か

監査役

田村金右衛門 宮沢村 明治29年下期〜明治32年上期
青木傅七 拝島村 明治29年下期〜明治30年上期

明治34年下期〜大正 5年上期
榎本廣輔 大神村 明治31年上期〜明治33年下期
佐藤総兵衛 谷保村 明治32年下期〜明治45年上期
田村半十郎 福生村 明治33年上期〜明治41年上期
中村勘次郎 大神村 明治44年下期〜昭和 2年上期
佐藤信一 谷保村ヵ 大正 2年下期〜大正56年上期 佐藤総兵衛の所有株式を継承か
笹本八十次郎 福生村 大正 5年下期〜昭和 2年上期
石川喜市 立川村 大正 5年下期〜昭和 2年上期
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株
主
構
成
に
つ
い
て
も
、
立
川
色

は
必
ず
し
も
強
く
な
い
。
表
3
は
、

立
川
出
店
時
の
増
資
（
明
治
三
二

年
下
期
）
と
立
川
本
店
移
動
時
の

増
資
（
大
正
一
一
年
下
期
）
の
二

時
点
に
つ
い
て
、
株
主
の
構
成
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
二

年
の
立
川
出
店
直
後
の
段
階
で
は
、

立
川
居
住
者
は
全
株
数
の
一
四
・ 

〇
％
、
株
主
人
数
の
二
三
・
七
％

を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
所
有
株
数

一
〇
株
未
満
の
零
細
株
主
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
正
一 

一
年
の
増
資
に
あ
た
っ
て
は
、
株

数
・
人
数
と
も
三
分
の
一
前
後
を

立
川
在
住
者
が
占
め
る
よ
う
に
な

り
、
一
〇
株
以
上
の
株
数
を
保
有

す
る
比
率
が
増
え
て
い
る
。
特
に
二
〇
〇
株
以
上
の
大
株
主
で

は
、
最
大
株
主
と
な
っ
た
取
締
役
の
鈴
木
富
五
郎
（
五
〇
〇
株
）

を
は
じ
め
、
立
川
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
依

然
と
し
て
過
半
を
占
め
る
に
は
至
ら
ず
、
大
神
村
を
は
じ
め
と

す
る
立
川
以
外
の
株
主
の
存
在
感
は
無
視
で
き
な
い
。
立
川
へ

本
店
を
移
す
ほ
ど
営
業
の
軸
足
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も

の
の
、
中
村
半
左
衛
門
が
創
業
時
か
ら
一
貫
し
て
頭
取
を
務
め

続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
摩
農
業
銀
行

は
本
店
移
動
後
も
大
神
村
で
設
立
さ
れ
た
銀
行
と
し
て
の
性
格

を
色
濃
く
残
し
て
い
た
。

立
川
支
店
の
地
位

　
次
に
、
多
摩
農
業
銀
行
に
お
け
る
立
川
支
店
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
当
初
の
立
川
支
店
は
、
資
金
貸
付
先
を
獲
得
す
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
支
店
開
設
か
ら
二
年
後
の
明

治
三
四
年
下
期
の
営
業
報
告
書
で
は
、「
立
川
支
店
は
同
地
に

於
て
近
来
内
地
用
生
糸
の
売
買
盛
ん
に
行
わ
れ
東
西
よ
り
商
賈

の
出
入
り
す
る
者
多
く
為
め
に
資
金
の
運
転
常
に
繁
忙
を
告
げ

本
期
間
の
成
績
は
一
層
良
好
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
立

川
で
活
動
す
る
生
糸
商
人
へ
の
貸
付
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

明
治
三
五
年
下
期
は
全
体
と
し
て
経
営
は
振
る
わ
な
か
っ
た
も

の
の
、「
立
川
支
店
は
之
れ
に
反
し
取
引
先
の
漸
次
拡
張
せ
し

表 3　所有株数別・時期別・居住地別株主数

出所：多摩農業銀行『営業報告書』各期、および立川村役場文書より作成。

所有株数

明治 32 年下期 大正 11 年下期
株数 人数 株数 人数

全体 うち立川 全体 うち立川 全体 うち立川 全体 うち立川
（株） （株） （％） （人） （人） （％） （株） （株） （％） （人） （人） （％）

200 株以上 - 625 0 0 3 0 0 3,693 1,700 46 11 5 45.5
100-200 株 760 120 15.8 7 1 14.3 2,128 718 33.7 18 6 33.3
50-100 株 255 50 19.6 4 1 25 1,942 614 31.6 33 11 33.3
20-50 株 578 70 12.1 22 3 13.6 1,516 416 27.4 58 18 31
10-20 株 502 80 15.9 49 8 16.3 645 220 34.1 58 20 34.5
5-10 株 188 62 33 36 12 33.3 54 5 9.3 10 1 10
5 株未満 92 37 40.2 31 11 35.5 22 0 0 7 0 0
計 3,000 419 14 152 36 23.7 10,000 3,673 36.7 195 61 31.3
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結
果
資
金
の
運
用
大
に
増
加
し
稍
良
好
の
成
績
を
収
得
せ
り
」

と
さ
れ
て
い
る
。
立
川
支
店
の
開
設
が
、
資
金
運
用
を
図
る
上

で
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
点
を
確
か
め
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、
本
支
店
別
の

貸
金
・
預
金
額
の
推
移
を
示
し
た
図
1
で
あ
る
。
立
川
支
店
の

貸
付
額
は
明
治
三
六
年
下
期
に
は
早
く
も
大
神
本
店
を
超
え
、

そ
の
後
も
ほ
ぼ
一
貫
し
て
拮
抗
し
て
お
り
、
先
に
引
用
し
た
営

業
報
告
書
の
観
察
を
裏
付
け
て
い
る
。
と
は
い
え
、
本
図
で
最

も
目
を
引
く

の
は
、
立
川

支
店
の
預
金

額
の
大
き
さ

で
あ
る
。
明

治
三
三
年
下

期
以
降
、
立

川
支
店
の
預

金
額
は
大
神

本
店
を
大
幅

に
超
え
、
と

り
わ
け
第
一

次
大
戦
期
に
顕
著
な
増
大
を
示
し
て
い
た
。
一
方
、
大
神
本
店

の
預
金
額
は
低
調
で
、
ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
貸
付
額
を
下
回
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
図
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
神
本
店

の
預
貸
率
は
著
し
い
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
立
川
支
店
で
集
め
ら
れ
た
預
金
の
一
部
が
、

大
神
本
店
の
貸
付
に
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
立

川
支
店
の
開
設
は
、
資
金
運
用
先
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
預
金

吸
収
上
も
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
。

　
で
は
、
ほ

と
ん
ど
オ
ー

バ
ー
ロ
ー
ン

の
状
態
に
あ

っ
た
大
神
本

店
の
資
金
需

要
は
、
い
か

な
る
性
格
を

持
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う

か
。
貸
付
先

に
関
す
る
記

図 1　本支店別の貸付金額と預金額の推移
（出所：多摩農業銀行『営業報告書』各期より作成。以下、図
2-4は同資料による）
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な
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％
、
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人
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を
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ず
、
所
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数
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株
未
満
の
零
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株
主
が
多
か

っ
た
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こ
れ
に
対
し
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、
大
正
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一
年
の
増
資
に
あ
た
っ
て
は
、
株

数
・
人
数
と
も
三
分
の
一
前
後
を

立
川
在
住
者
が
占
め
る
よ
う
に
な

り
、
一
〇
株
以
上
の
株
数
を
保
有

す
る
比
率
が
増
え
て
い
る
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特
に
二
〇
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株
以
上
の
大
株
主
で

は
、
最
大
株
主
と
な
っ
た
取
締
役
の
鈴
木
富
五
郎
（
五
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株
）

を
は
じ
め
、
立
川
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
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と
は
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え
、
依

然
と
し
て
過
半
を
占
め
る
に
は
至
ら
ず
、
大
神
村
を
は
じ
め
と

す
る
立
川
以
外
の
株
主
の
存
在
感
は
無
視
で
き
な
い
。
立
川
へ

本
店
を
移
す
ほ
ど
営
業
の
軸
足
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も

の
の
、
中
村
半
左
衛
門
が
創
業
時
か
ら
一
貫
し
て
頭
取
を
務
め

続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
摩
農
業
銀
行

は
本
店
移
動
後
も
大
神
村
で
設
立
さ
れ
た
銀
行
と
し
て
の
性
格

を
色
濃
く
残
し
て
い
た
。

立
川
支
店
の
地
位

　
次
に
、
多
摩
農
業
銀
行
に
お
け
る
立
川
支
店
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
当
初
の
立
川
支
店
は
、
資
金
貸
付
先
を
獲
得
す
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
支
店
開
設
か
ら
二
年
後
の
明

治
三
四
年
下
期
の
営
業
報
告
書
で
は
、「
立
川
支
店
は
同
地
に

於
て
近
来
内
地
用
生
糸
の
売
買
盛
ん
に
行
わ
れ
東
西
よ
り
商
賈

の
出
入
り
す
る
者
多
く
為
め
に
資
金
の
運
転
常
に
繁
忙
を
告
げ

本
期
間
の
成
績
は
一
層
良
好
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
立

川
で
活
動
す
る
生
糸
商
人
へ
の
貸
付
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

明
治
三
五
年
下
期
は
全
体
と
し
て
経
営
は
振
る
わ
な
か
っ
た
も

の
の
、「
立
川
支
店
は
之
れ
に
反
し
取
引
先
の
漸
次
拡
張
せ
し

表 3　所有株数別・時期別・居住地別株主数

出所：多摩農業銀行『営業報告書』各期、および立川村役場文書より作成。

所有株数

明治 32 年下期 大正 11 年下期
株数 人数 株数 人数

全体 うち立川 全体 うち立川 全体 うち立川 全体 うち立川
（株） （株） （％） （人） （人） （％） （株） （株） （％） （人） （人） （％）

200 株以上 - 625 0 0 3 0 0 3,693 1,700 46 11 5 45.5
100-200 株 760 120 15.8 7 1 14.3 2,128 718 33.7 18 6 33.3
50-100 株 255 50 19.6 4 1 25 1,942 614 31.6 33 11 33.3
20-50 株 578 70 12.1 22 3 13.6 1,516 416 27.4 58 18 31
10-20 株 502 80 15.9 49 8 16.3 645 220 34.1 58 20 34.5
5-10 株 188 62 33 36 12 33.3 54 5 9.3 10 1 10
5 株未満 92 37 40.2 31 11 35.5 22 0 0 7 0 0
計 3,000 419 14 152 36 23.7 10,000 3,673 36.7 195 61 31.3
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結
果
資
金
の
運
用
大
に
増
加
し
稍
良
好
の
成
績
を
収
得
せ
り
」

と
さ
れ
て
い
る
。
立
川
支
店
の
開
設
が
、
資
金
運
用
を
図
る
上

で
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
点
を
確
か
め
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、
本
支
店
別
の

貸
金
・
預
金
額
の
推
移
を
示
し
た
図
1
で
あ
る
。
立
川
支
店
の

貸
付
額
は
明
治
三
六
年
下
期
に
は
早
く
も
大
神
本
店
を
超
え
、

そ
の
後
も
ほ
ぼ
一
貫
し
て
拮
抗
し
て
お
り
、
先
に
引
用
し
た
営

業
報
告
書
の
観
察
を
裏
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け
て
い
る
。
と
は
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え
、
本
図
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最

も
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を
引
く
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は
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立
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預
金
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の
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さ

で
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る
。
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下

期
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降
、
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の
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金
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神

本
店
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大
幅

に
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え
、
と

り
わ
け
第
一

次
大
戦
期
に
顕
著
な
増
大
を
示
し
て
い
た
。
一
方
、
大
神
本
店

の
預
金
額
は
低
調
で
、
ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
貸
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額
を
下
回
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
図
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
神
本
店

の
預
貸
率
は
著
し
い
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
立
川
支
店
で
集
め
ら
れ
た
預
金
の
一
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が
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本
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の
貸
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に
回
さ
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て
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る
こ
と
を
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る
。
立
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支
店
の
開
設
は
、
資
金
運
用
先
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
預
金

吸
収
上
も
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
。

　
で
は
、
ほ

と
ん
ど
オ
ー

バ
ー
ロ
ー
ン

の
状
態
に
あ

っ
た
大
神
本

店
の
資
金
需

要
は
、
い
か

な
る
性
格
を

持
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う

か
。
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付
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に
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す
る
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図 1　本支店別の貸付金額と預金額の推移
（出所：多摩農業銀行『営業報告書』各期より作成。以下、図
2-4は同資料による）
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蚕
製
糸
業
向
け
の
貸
付
の
増
減
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
営
業
報
告
書
に
よ
る
と
、
大
正
元
年
下
期
に
は
製
糸
家
の

破
綻
に
伴
っ
て
取
り
付
け
騒
ぎ
寸
前
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

と
さ
れ
、
大
正
二
年
下
期
に
も
製
糸
業
者
の
相
次
ぐ
休
業
に
よ

っ
て
「
地
方
の
財
況
は
一
層
の
険
悪
に
陥
れ
り
」
と
報
告
さ
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
正
五
年
下
期
に
は
、
創
業
時
の
大
株
主

の
一
人
で
、
中
村
頭
取
と
も
浅
か
ら
ぬ
仲
に
あ
っ
た
製
糸
家
に

対
し
て
、
手
形
金
請
求
で
訴
訟
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。
創
業
時

の
多
摩
農
業
銀
行
に
多
数
の
蚕
糸
業
関
係
者
が
参
集
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
斯
業
の
衰
退
が
商
品
担
保
貸
付
の
減
少
に

結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
大
正
五
年
下
期
以

降
の
営
業
報
告
書
で
は
、
養
蚕
製
糸
業
の
衰
退
に
伴
っ
て
、
資

金
需
要
減
退
と
金
利
低
下
に
よ
る
収
益
悪
化
が
繰
り
返
し
慨
嘆

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
資
金
需
要
の
減
退
は
、
立
川
支
店
で
も
同
様
だ
っ
た
。
大
正

五
年
下
期
に
は
、「
立
川
支
店
は
其
所
在
地
交
通
至
便
な
る
が

故
に
各
方
面
へ
輸
送
す
べ
き
物
資
の
集
散
多
き
土
地
柄
と
て
資

金
は
順
調
に
需
要
あ
り
た
れ
ど
も
是
れ
す
ら
平
年
の
比
に
あ
ら

ず
」
と
さ
れ
、
養
蚕
製
糸
業
に
限
ら
な
い
資
金
需
要
が
あ
っ
た

は
ず
の
立
川
で
も
、
運
用
は
捗
々
し
く
な
か
っ
た
。
図
1
に
戻

録
は
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
図
3
に
よ
っ
て
担
保
種
別

の
貸
金
比
率
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
資
金
運
用
の
性
格
を
吟
味

し
た
い
。

　
同
図
を
見
る
と
、
日
露
戦
後
の
景
気
後
退
期
を
除
け
ば
、
大

正
二
年
ま
で
は
商
品
担
保
貸
付
が
主
流
で
、
そ
の
後
、
第
一
次

大
戦
期
に
は
急
速
に
そ
の
ウ
エ
イ
ト
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
れ
は
、
生
糸
や
繭
、
蚕
卵
紙
を
担
保
に
と
っ
た
養

図 3　大神本店の担保種別貸付金比率

％

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

1899
1900
1901
1902
1903
1904
1905
1906
1907
1908
1909
1910
1911
1912
1913
1914
1915
1916
1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923

有価証券 商品 不動産 信用

91

る
と
、
第
一
次
大
戦
期
に
景
気
の
好
転
に
伴
っ
て
立
川
支
店
の

預
金
額
が
急
増
し
、
貸
付
額
は
低
迷
し
て
い
る
か
ら
、
自
己
資

金
に
よ
っ
て
事
業
資
金
を
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
顧
客
が
少
な

く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
製
糸
業
の
低
迷
に
苦
し
ん
で
い
た
大
神
本
店
で
は
、

第
一
次
大
戦
期
に
む
し
ろ
貸
付
額
を
増
や
し
て
い
た
。
そ
の
中

心
は
、
大
戦
期
前
半
で
は
無
担
保
の
信
用
貸
付
だ
っ
た
。
立
川

支
店
で
の
運
用
が
伸
び
悩
む
中
で
、
取
締
役
と
関
係
の
深
い
人

び
と
に
対
し
て
無
担
保
と
い
う
有
利
な
条
件
を
提
示
し
、
収
益

を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
ピ
ー
ク

時
に
は
八
割
近
く
を
占
め
た
大
神
本
店
の
無
担
保
信
用
貸
付

は
、
そ
の
後
、
一
割
強
に
ま
で
急
減
す
る
。
無
担
保
信
用
貸
付

の
高
い
回
収
リ
ス
ク
が
、
大
戦
末
期
の
激
し
い
経
済
変
動
に
よ

っ
て
顕
在
化
し
た
の
だ
ろ
う
。
多
摩
農
業
銀
行
が
創
業
時
か
ら

有
し
て
い
た
機
関
銀
行
的
性
格
は
、
景
気
変
動
の
中
で
大
戦
後

に
は
す
で
に
限
界
に
直
面
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
摩
農
業
銀
行
が
存
続
し
え
た
の
は
、

不
動
産
担
保
貸
付
に
そ
の
一
因
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
立
川
支

店
は
、
大
神
本
店
と
異
な
っ
て
創
業
者
た
ち
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
か
ら
は
距
離
が
あ
り
、
審
査
が
慎
重
に
行
わ
れ
た
た
め
か
、

信
用
貸
付
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
不
動
産
担
保
貸
付

が
最
も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
（
図
4
）。
立
川
支
店
に
お

け
る
機
関
銀
行
的
性
格
の
希
薄
さ
が
、
不
動
産
担
保
貸
付
比
率

の
高
さ
に
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
大
神
本
店
に
お
い
て
も
、
大
戦
末
期
に
急
減
す
る
無

担
保
信
用
貸
付
に
代
わ
っ
て
、
不
動
産
担
保
貸
付
の
比
率
が
急

増
し
て
い
た
（
図
3
）。
日
本
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
大
正

図 4　立川支店の担保種別貸付金比率
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反
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。
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時

の
多
摩
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銀
行
に
多
数
の
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者
が
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集
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た

こ
と
を
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ば
、
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業
の
衰
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結
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こ
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は
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だ
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以
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需
要
減
退
と
金
利
低
下
に
よ
る
収
益
悪
化
が
繰
り
返
し
慨
嘆

さ
れ
る
こ
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金
需
要
の
減
退
は
、
立
川
支
店
で
も
同
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だ
っ
た
。
大
正

五
年
下
期
に
は
、「
立
川
支
店
は
其
所
在
地
交
通
至
便
な
る
が

故
に
各
方
面
へ
輸
送
す
べ
き
物
資
の
集
散
多
き
土
地
柄
と
て
資

金
は
順
調
に
需
要
あ
り
た
れ
ど
も
是
れ
す
ら
平
年
の
比
に
あ
ら

ず
」
と
さ
れ
、
養
蚕
製
糸
業
に
限
ら
な
い
資
金
需
要
が
あ
っ
た

は
ず
の
立
川
で
も
、
運
用
は
捗
々
し
く
な
か
っ
た
。
図
1
に
戻

録
は
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
図
3
に
よ
っ
て
担
保
種
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の
貸
金
比
率
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
資
金
運
用
の
性
格
を
吟
味

し
た
い
。

　
同
図
を
見
る
と
、
日
露
戦
後
の
景
気
後
退
期
を
除
け
ば
、
大

正
二
年
ま
で
は
商
品
担
保
貸
付
が
主
流
で
、
そ
の
後
、
第
一
次

大
戦
期
に
は
急
速
に
そ
の
ウ
エ
イ
ト
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が

分
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る
。
こ
れ
は
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や
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、
蚕
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を
担
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に
と
っ
た
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に
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に
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に
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な
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を
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し
、
収
益

を
確
保
し
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と
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と
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る
。
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、
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に
は
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を
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神
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の
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用
貸
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、
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に
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機
関
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格
は
、
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気
変
動
の
中
で
大
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後

に
は
す
で
に
限
界
に
直
面
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
摩
農
業
銀
行
が
存
続
し
え
た
の
は
、

不
動
産
担
保
貸
付
に
そ
の
一
因
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
立
川
支

店
は
、
大
神
本
店
と
異
な
っ
て
創
業
者
た
ち
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
か
ら
は
距
離
が
あ
り
、
審
査
が
慎
重
に
行
わ
れ
た
た
め
か
、

信
用
貸
付
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
不
動
産
担
保
貸
付

が
最
も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
（
図
4
）。
立
川
支
店
に
お

け
る
機
関
銀
行
的
性
格
の
希
薄
さ
が
、
不
動
産
担
保
貸
付
比
率

の
高
さ
に
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
大
神
本
店
に
お
い
て
も
、
大
戦
末
期
に
急
減
す
る
無

担
保
信
用
貸
付
に
代
わ
っ
て
、
不
動
産
担
保
貸
付
の
比
率
が
急

増
し
て
い
た
（
図
3
）。
日
本
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
大
正

図 4　立川支店の担保種別貸付金比率
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る
近
郊
開
発
の
進
展
に
伴
っ
て
高
ま
っ
て
い
た
。
大
正
八
年
上

期
の
営
業
報
告
書
で
は
、「
成
績
は
良
好
な
ら
ず
と
雖
も
立
川

支
店
に
於
け
る
抵
当
流
込
土
地
等
の
整
理
に
よ
り
て
地
価
向
上

の
為
め
予
期
以
上
の
収
益
を
得
た
る
は
幸
い
な
り
と
す
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
地
価
向
上
は
、
不
動
産
担
保
中
心
の
貸
付
を

行
っ
て
い
た
立
川
支
店
に
と
っ
て
経
営
上
の
大
き
な
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
地
価
の
堅
調
な
推
移
が
、
大
神
本

店
で
も
土
地
担
保
貸
付
の
増
大
し
た
要
因
だ
ろ
う
。
地
価
上
昇

と
い
う
外
部
環
境
を
踏
ま
え
、
大
戦
期
の
無
担
保
信
用
貸
付
か

ら
い
ち
早
く
不
動
産
担
保
貸
付
に
切
り
替
え
、
大
正
一
一
年
に

は
本
店
を
立
川
村
に
移
し
た
こ
と
が
、
多
摩
農
業
銀
行
を
し
て

機
関
銀
行
的
性
格
か
ら
脱
却
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

　
昭
和
二
年
四
月
、青
梅
銀
行
・
青
梅
商
業
銀
行
・
多
摩
銀
行
・

羽
村
銀
行
・
氷
川
銀
行
・
成
木
銀
行
、
そ
し
て
多
摩
農
業
銀
行

が
合
併
し
て
、
武
陽
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
西
多
摩
郡
所
在
の

銀
行
が
七
行
中
六
行
を
占
め
る
中
で
、
多
摩
農
業
銀
行
だ
け
が

北
多
摩
郡
立
川
町
に
本
店
を
置
い
て
お
り
、
異
彩
を
放
っ
て
い

る
。
立
川
町
に
は
、
大
正
八
年
に
五
日
市
銀
行
が
支
店
を
構
え

七
、
八
年
及
び
震
災
直
後
の
昭
和
二
、
三
年
に
は
、
土
地
の
値

上
り
に
対
す
る
思
惑
盛
行
し
金
利
を
釣
上
ぐ
る
」（
日
銀
考
査

局
『
武
陽
銀
行
実
地
調
査
』
一
九
三
四
年
一
月
一
五
日
現
在
、

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
六
〇
四
二
）
と
さ
れ
て
お

り
、
投
機
的
な
資
金
を
呼
び
込
み
な
が
ら
多
摩
地
域
の
地
価
は

上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
、

図
5
に
は
、
多
摩
地
域
の
事
情
を
よ
り
強
く
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
東
京
府
の
畑
の
売
買
価
格
を
示
し
た
。
全
国
的
に

は
伸
び
悩
む
第
一
次
大
戦
後
に
お
い
て
も
、
東
京
府
の
畑
売
買

価
格
は
上
昇
し

続
け
て
お
り
、

日
本
銀
行
の
観

察
を
裏
付
け
て

い
る
。
と
り
わ

け
立
川
周
辺
の

土
地
に
対
す
る

需
要
は
、
大
正

一
一
年
の
飛
行

場
開
設
や
、
関

東
大
震
災
に
よ

図 5　東京府と全国の地価（畑）推移
出所：日本勧業銀行調査課編『昭和七年度 田畑売買価
格及小作料調』より作成
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て
い
た
も
の
の
、
同
行
は
大
正
一
三
年
に
経
営
悪
化
に
伴
っ
て

八
王
子
市
に
本
店
を
置
く
第
三
十
六
銀
行
に
合
併
さ
れ
、
第
三 

十
六
銀
行
立
川
支
店
が
多
摩
農
業
銀
行
に
と
っ
て
強
力
な
ラ
イ

バ
ル
と
な
っ
て
い
た
。
金
融
恐
慌
後
の
多
摩
地
域
を
第
三
十
六

銀
行
と
二
分
し
た
武
陽
銀
行
へ
の
合
併
は
、
多
摩
農
業
銀
行
に

と
っ
て
は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
多
摩
農
業
銀
行
の
参
加
は
、
基
本
的
に
は
西
多

摩
側
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
多
摩
農
業

銀
行
の
側
に
「
少
な
か
ら
ぬ
無
理
」
が
あ
り
、
合
併
直
前
に
は

前
途
を
憂
慮
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
（『
新
編
立
川
市
史
資

料
編
近
代
2
』、
原
資
料
は
『
東
京
日
日
新
聞 

府
下
版
』
昭
和

二
年
一
月
九
日
付
）。
先
に
も
引
用
し
た
日
本
銀
行
の
観
察
（
前

掲
日
銀
考
査
局
『
武
陽
銀
行
実
地
調
査
』）
に
よ
れ
ば
、
合
併

直
前
の
段
階
で
青
梅
商
業
銀
行
は
「
支
払
停
止
の
危
機
」
に
陥

っ
て
お
り
、
成
木
・
羽
村
の
両
行
も
地
域
経
済
の
沈
滞
に
よ
り

「
業
務
振
わ
ず
、
其
の
行
詰
り
は
時
期
の
問
題
」
と
見
な
さ
れ

て
い
た
。
氷
川
銀
行
に
つ
い
て
も
、
巨
額
の
固
定
債
権
の
存
在

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
経
営
難
に
陥
る
西
多
摩
郡
所
在
銀
行
が

少
な
く
な
い
中
で
、
相
対
的
に
健
全
な
財
務
体
質
を
維
持
し
て

い
た
多
摩
農
業
銀
行
の
参
加
は
、
武
陽
銀
行
の
合
併
を
成
功
さ

せ
る
上
で
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
蚕
糸
業
沈
滞
に
伴
う
地
域
経
済
の
不
振
に
直
面
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
摩
農
業
銀
行
が
健
全
経
営
を
維
持
し
え
た

背
景
に
は
、
不
動
産
担
保
貸
付
が
主
体
で
地
価
上
昇
傾
向
の
恩

恵
を
蒙
っ
て
い
た
立
川
支
店
に
軸
足
を
移
す
と
い
う
経
営
判
断

が
あ
っ
た
。
飛
行
場
と
い
う
拠
点
性
を
獲
得
し
、
著
し
い
発
展

を
遂
げ
て
い
た
立
川
に
進
出
し
た
こ
と
が
、
困
難
な
状
況
下
で

多
摩
農
業
銀
行
の
営
業
成
績
を
維
持
し
、
武
陽
銀
行
と
い
う
地

域
最
大
規
模
の
金
融
機
関
の
設
立
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
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と
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る
近
郊
開
発
の
進
展
に
伴
っ
て
高
ま
っ
て
い
た
。
大
正
八
年
上

期
の
営
業
報
告
書
で
は
、「
成
績
は
良
好
な
ら
ず
と
雖
も
立
川

支
店
に
於
け
る
抵
当
流
込
土
地
等
の
整
理
に
よ
り
て
地
価
向
上

の
為
め
予
期
以
上
の
収
益
を
得
た
る
は
幸
い
な
り
と
す
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
地
価
向
上
は
、
不
動
産
担
保
中
心
の
貸
付
を

行
っ
て
い
た
立
川
支
店
に
と
っ
て
経
営
上
の
大
き
な
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
地
価
の
堅
調
な
推
移
が
、
大
神
本

店
で
も
土
地
担
保
貸
付
の
増
大
し
た
要
因
だ
ろ
う
。
地
価
上
昇

と
い
う
外
部
環
境
を
踏
ま
え
、
大
戦
期
の
無
担
保
信
用
貸
付
か

ら
い
ち
早
く
不
動
産
担
保
貸
付
に
切
り
替
え
、
大
正
一
一
年
に

は
本
店
を
立
川
村
に
移
し
た
こ
と
が
、
多
摩
農
業
銀
行
を
し
て

機
関
銀
行
的
性
格
か
ら
脱
却
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
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に
か
え
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二
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四
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銀
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青
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商
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支
店
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直
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和
二
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三
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の
値

上
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す
る
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行
し
金
利
を
釣
上
ぐ
る
」（
日
銀
考
査
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陽
銀
行
実
地
調
査
』
一
九
三
四
年
一
月
一
五
日
現
在
、

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
六
〇
四
二
）
と
さ
れ
て
お
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投
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び
込
み
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が
ら
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摩
地
域
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地
価
は

上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
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れ
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。
こ
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図
5
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を
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反
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し
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い
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と
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京
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図 5　東京府と全国の地価（畑）推移
出所：日本勧業銀行調査課編『昭和七年度 田畑売買価
格及小作料調』より作成
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